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   ～本体工事の進捗状況～ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２６日(土)、伊賀市商工会が主催する「地域の魅力発見ツアー」が行われ、川上ダム見学に来られまし

た。このイベントは例年、伊賀市の各名所の魅力を伝えるため開催されるもので、そこに川上ダム見学の行程が

入るのは初めてのことです。主催者からのお話によ

ると、ツアーの定員６０名は募集から３日で満員と

なり、多くの参加者に川上ダムの情報を直接伝える

ことが出来ました。 

当日は、青山ハーモニー・フォレストで「地域の

物産品販売」や「ハンカチの植物染め体験」が行わ

れました。豪華な「地元の手作り昼食」に舌鼓を打

った後、川上ダムの建設現場見学を行いました。 

参加者からは「タワークレーンの大きさにびっく

りした」「ダムができると聞いていたが、建設現場

にきてみると迫力が違う」「ダムの役割が理解でき

てよかった」等の声をいただきました。 

 川上ダムでは、他団体が主催するツアーの受け入れ経験が少なく、手探りでの対応となりましたが、実施して

みれば大盛況となりました。これからも川上ダムを地域の魅力の一つとして発信していただけるよう、地域に根

ざしたダム建設工事を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転流工 基礎掘削 堤体打設・基礎処理 試験湛水       
完成！ 

(Ｒ５．３予定) 仮排水路 
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仮締切工 

 
堤体打設進捗率４．２％（１０月末時点） 

 

独立行政法人水資源機構 川上ダム建設所 
〒518－0294 三重県伊賀市阿保 251 番地 TEL：0595－52－1661（代） 

２０１９ 

川上ダム通信は川上ダムホームページでもご覧いただけます。 

https://www.water.go.jp/kansai/kawakami 又は「川上ダム通信」で検索 

（右の QR コードを読み取っていただくと川上ダムホームページへ移行します。） 

ご意見・ご感想はこちらへ mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp 
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【広報誌発行事務局】 
編 集 長  
デ ス ク  
記  者   

上流仮締切越流時の様子 

川上ダム建設現場見学の様子（観眺
みてチョー

台
だい

） 

台風１９号後の現場状況のご報告 
全国に大きな被害をもたらした台風１９号による大雨によって、川上ダムにおいても高さ１０ｍ

の上流仮締切を越えて、ダムサイトに土砂混じりの河川水が大量に流れ込みました。川上ダムでは、

資機材を高台に退避させておくなど、台風直撃による出水を見越した対応をしていたことから、幸

いにも大きな被害はありませんでした。出水後はダムサイトに溜まっていた土砂の除去や打設面の

清掃を速やかに行い、５日後には堤体コンクリートの打設を再開しています。 

引き続き安全に留意し、川上ダムの早期完成に向けて工事を進めてまいります。 

出水前 出水直後 

土砂清掃状況 打設再開 

：未実施 ：施工中 ：完了 

Ｈ３０．９▼ ▼現在 Ｈ３０．４▼ Ｈ３１．４▼ ▼Ｒ３．１０ 

【工事課 西 宏治郎】 

【第１３回】 

令和元年１２月２２日（日） 

 

【第１４回】 

令和２年 １月１９日（日） 

（１２月２日より募集開始） 

いよいよ冬も本番、寒さの厳しい季節がやってきました。今年の夏を扇風機のみ
でやり過ごすほど暑さに耐性のある私ですが、厳しい冬に向けてこたつにヒータ
ー、あらゆる暖房器具を準備する決意を固めております！（超寒がり） 
新元号「令和」最初の年も残すところ１ヶ月となりました。この１年良いことも

大変なこともあったかと思います。ですが、終わり良ければ全て良し、良い新年を
迎えられるよう、風邪などひかないようにして今年１年を締めくくりましょう。 

青山ハーモニーフォレストでの物産品販売 

ハンカチの植物染め 地元の手作り昼食 

上流仮締切 

渕上（所長） 
大西（総務課長） 中野（工務課長） 
山口（総務課） 西岡（用地課） 子川（調査設計課） 小山（環境課） 
藤澤（工事課） 後 （機械課） 山田（工務課） 

 
１２月は第４日曜日の

開催となりますのでご

注意下さい。 

イベントのお知らせ 

【用地課 神田橋 修】 

編 集 後 記一号 

二号 

海の幸 山の幸 物産まつり２０１９ 

開 催 日：１２月８日（日） 

開催場所：伊賀市指定文化財 

「旧 上野市庁舎」 

問合せ先：伊賀市・志摩市交流事業 

実行委員会 

０５９５－２２－９７１３ 

 

イガデハク 伊賀でデザイン博 

開 催 日：１２月６日（金）～８日（日） 

開催場所：三重県立ゆめドームうえの 

  伊賀市ゆめぽりすセンター 

問合せ先：イガデハク実行委員会事務局 

 （えこころ倶楽部） 

 ０８０－６９１９－８８６３ 

川上ダムでは、事業に対する理解や興

味をより深めていただくために毎月第３

日曜日（原則）に、午前・午後の二部構

成で、工事現場見学会を絶賛開催中です。 

詳しくは当建設所ＨＰをご覧ください。 

川上ダム工事現場見学会開催中！ 



 
 

１０月９日（水）、伊賀市水曜会の皆さまがダム工事現場の視察に来られました。伊賀市水曜会は、伊賀市内

に所在する官公庁等及び報道機関の代表者の集まりで、情報共有などを目的に３ヶ月に１回会議を行っています。 

この日は、岡本伊賀市長をはじめ２３名の会員の皆さまに川

上ダム建設事業の進捗状況及び今後の施工計画等の説明を行

い、工事現場を視察していただきました。 

ダム工事現場見学台「ＷＥＬＣＯＭＥ川上ダム観
みて

眺
チョー

台
だい

」か

らダムの施工現場の全況を確認していただいた後、ダム下流の

間近な位置からも堤体コンクリート打設の施工状況を視察し

ていただきました。 

会員の皆さまからは「貴重な体験をすることができた」「ス

ケールの大きさに驚いた」との声が寄せられました。 

今後も、関係者間で情報を共有しながら、令和４年度の事業

完了に向けて安全第一で工事を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

１１月９日(土)、伊賀市桐ケ丘で「桐ケ丘フェスタ２０１９」

が開催されました。川上ダム建設所としては、毎年出展させてい

ただいていますが、筆者は今年が初参加となりました。 

ステージでは青山中学校吹奏楽部による演奏や、よさこいソー

ランなど様々な催しが行われ、大盛り上がりとなっていました。

また、会場内では、新鮮野菜やパン、農産加工品など、地元で作

られた様々なものが販売されており、筆者も川上ダムブースでの

案内の合間に堪能させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月７日（月）から１１日（金）と、１４日（月）から１８日（金）に分かれて、福岡県朝倉市の農家「ウ

イング甘木」様に農家研修を受け入れていただきました。本研修は水資源機構が新規採用職員を対象に、当機構

の利水者の視点を理解し将来の業務に活かしていくため、関係農家さまにご協力いただき毎年行っているもので

す。これは本研修に参加した新規採用職員３名の農業体験の報告です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

桐ケ丘フェスタ２０１９ 
【総務課 大西誉朗】 

青山中学校吹奏楽部の演奏で開幕！ 

【工事課 西 宏治郎】 

戦（祭り）に向かう戦士たち 

山間部では珍しい舟形だんじり 

１４日（月）から農家研修に参加し、普段食べているお米ができるまでを体験させていた

だきました。本研修で、農家は効率を非常に大事にされていることを感じました。農作業は

天候に左右され、雨が降るとほとんど作業ができないと仰っていました。限られた時間で効

率よく作業を行うことは参考にできると感じました。また、効率的に作業を行うためには体

力が必要だと実感しましたのでより体を鍛えようと決心しました。 

１４日（月）から研修に参加し、稲刈りや野菜の収穫、稲の籾殻を取り除く作業などを手伝

いました。力仕事が多かったですが、いままでやったことがないことが経験でき、とても新鮮

な気持ちになりました。今回の研修にて、普段働いている中では知り得ない農業の利水の実態

を知ることができ、とても勉強になりました。改めて水を利用する「利水」を意識しつつダム

建設の業務に努めてまいります。 

７日（月）から研修に参加しました。こちらの農家は水資源機構が管理する寺内ダムの利水者

であり、今まで多くの研修生を受け入れていただいております。米を主として生産しており、本

研修の米の袋詰め作業で、筆者は袋の結び方を褒められたことが強く印象に残っています。また、

今年の大渇水時の話など農家の生の声を聞き、利水者の思いを直に感じることが出来ました。こ

こで得た経験を将来のダム・水路の管理業務に活かしていきます。 【工事課 藤澤大志】 

【総務課 山口貴大】 

【環境課 小山和也】 

褒められました！ 

広大な田んぼで稲刈り 

ワラロールと記念撮影♪ 

川上ダムブースでは、川上ダムについて地域の皆さまに理解を深めていただくために、パネル展示をはじ

めとするご案内をしました。また、クイズに参加していただいたり、ヘッドマウントディスプレイでダム工

事のＶＲ体験をしてもらうなど、例年以上に地域の皆さまにより親しみを持っていただけるような内容を準

備しました。ご来場いただいた方からは「完成するのが楽しみです」「川上ダムの役割を知ることができて良

かった」などの感想をいただき、参加した職員一同の励みとなりました。 

川上ダムでは堤体コンク

リートの打設が始まり、工

事が最盛期を迎えていま

す。今後も地元イベントへ

積極的に参加し地域へ貢献

するとともに、川上ダムの

役割や魅力が皆さまに伝わ

るように情報発信をして参

ります。 ＶＲで重機を操縦中！？ みんなでクイズに挑戦中 

下流からダム現場を一望 

た な お じ ん じ ゃ あきまつり お わ た り 

１０月２７日（日）、伊賀市の種生地区で伊賀の珍祭「種生神社秋

祭御渡り」が開催されました。これは種生神社に古くから伝わる秋祭

りで「獅子
し し

神楽
か ぐ ら

」を先頭に「お神輿
み こ し

」「こたつき」「相撲旗」「氏子の

行列」「だんじり」が伊賀の山あいを練り歩きます。 

山間部のお祭りですが、海を思わせるような「舟形だんじり」や船

の帆の形をした「こたつき」が練り歩く珍しい様子に、お祭りの見物

客は大いに盛り上がりました。その熱気に負けじと、地元の方々やお

祭り好き、当建設所からも筆者ほか３名の計１３名で、大きな「わっ

しょい！」の掛け声と見物客にぶつからんばかりの勢いでお神輿を担

ぎました。へとへとになりながらも最後は達成感のある笑顔でお祭り

を締めくくることが出来ました。 

少し肌寒い秋の日

のお祭りでしたが、き

っと種生神社周辺は

私たちの熱気で少し

暑くなっていたこと

でしょう。 

【工事課 藤澤大志】 

わっしょい！わっしょい！ 
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わっしょい！わっしょい！ 
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   ～本体工事の進捗状況～ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２６日(土)、伊賀市商工会が主催する「地域の魅力発見ツアー」が行われ、川上ダム見学に来られまし

た。このイベントは例年、伊賀市の各名所の魅力を伝えるため開催されるもので、そこに川上ダム見学の行程が

入るのは初めてのことです。主催者からのお話によ

ると、ツアーの定員６０名は募集から３日で満員と

なり、多くの参加者に川上ダムの情報を直接伝える

ことが出来ました。 

当日は、青山ハーモニー・フォレストで「地域の

物産品販売」や「ハンカチの植物染め体験」が行わ

れました。豪華な「地元の手作り昼食」に舌鼓を打

った後、川上ダムの建設現場見学を行いました。 

参加者からは「タワークレーンの大きさにびっく

りした」「ダムができると聞いていたが、建設現場

にきてみると迫力が違う」「ダムの役割が理解でき

てよかった」等の声をいただきました。 

 川上ダムでは、他団体が主催するツアーの受け入れ経験が少なく、手探りでの対応となりましたが、実施して

みれば大盛況となりました。これからも川上ダムを地域の魅力の一つとして発信していただけるよう、地域に根

ざしたダム建設工事を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転流工 基礎掘削 堤体打設・基礎処理 試験湛水       
完成！ 

(Ｒ５．３予定) 仮排水路 

トンネル 
仮締切工 

 
堤体打設進捗率４．２％（１０月末時点） 

 

独立行政法人水資源機構 川上ダム建設所 
〒518－0294 三重県伊賀市阿保 251 番地 TEL：0595－52－1661（代） 

２０１９ 

川上ダム通信は川上ダムホームページでもご覧いただけます。 

https://www.water.go.jp/kansai/kawakami 又は「川上ダム通信」で検索 

（右の QR コードを読み取っていただくと川上ダムホームページへ移行します。） 

ご意見・ご感想はこちらへ mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp 

Ｖｏｌ．１７１ 

Ｓｉｎｃｅ２００５ 

月号 

  
 

 
 
 
 
 
 
 

【広報誌発行事務局】 
編 集 長  
デ ス ク  
記  者   

上流仮締切越流時の様子 

川上ダム建設現場見学の様子（観眺
みてチョー

台
だい

） 

台風１９号後の現場状況のご報告 
全国に大きな被害をもたらした台風１９号による大雨によって、川上ダムにおいても高さ１０ｍ

の上流仮締切を越えて、ダムサイトに土砂混じりの河川水が大量に流れ込みました。川上ダムでは、

資機材を高台に退避させておくなど、台風直撃による出水を見越した対応をしていたことから、幸

いにも大きな被害はありませんでした。出水後はダムサイトに溜まっていた土砂の除去や打設面の

清掃を速やかに行い、５日後には堤体コンクリートの打設を再開しています。 

引き続き安全に留意し、川上ダムの早期完成に向けて工事を進めてまいります。 

出水前 出水直後 

土砂清掃状況 打設再開 

：未実施 ：施工中 ：完了 

Ｈ３０．９▼ ▼現在 Ｈ３０．４▼ Ｈ３１．４▼ ▼Ｒ３．１０ 

【工事課 西 宏治郎】 

【第１３回】 

令和元年１２月２２日（日） 

 

【第１４回】 

令和２年 １月１９日（日） 

（１２月２日より募集開始） 

いよいよ冬も本番、寒さの厳しい季節がやってきました。今年の夏を扇風機のみ
でやり過ごすほど暑さに耐性のある私ですが、厳しい冬に向けてこたつにヒータ
ー、あらゆる暖房器具を準備する決意を固めております！（超寒がり） 
新元号「令和」最初の年も残すところ１ヶ月となりました。この１年良いことも

大変なこともあったかと思います。ですが、終わり良ければ全て良し、良い新年を
迎えられるよう、風邪などひかないようにして今年１年を締めくくりましょう。 

青山ハーモニーフォレストでの物産品販売 

ハンカチの植物染め 地元の手作り昼食 

上流仮締切 

渕上（所長） 
大西（総務課長） 中野（工務課長） 
山口（総務課） 西岡（用地課） 子川（調査設計課） 小山（環境課） 
藤澤（工事課） 後 （機械課） 山田（工務課） 

 
１２月は第４日曜日の

開催となりますのでご

注意下さい。 

イベントのお知らせ 

【用地課 神田橋 修】 

編 集 後 記一号 

二号 

海の幸 山の幸 物産まつり２０１９ 

開 催 日：１２月８日（日） 

開催場所：伊賀市指定文化財 

「旧 上野市庁舎」 

問合せ先：伊賀市・志摩市交流事業 

実行委員会 

０５９５－２２－９７１３ 

 

イガデハク 伊賀でデザイン博 

開 催 日：１２月６日（金）～８日（日） 

開催場所：三重県立ゆめドームうえの 

  伊賀市ゆめぽりすセンター 

問合せ先：イガデハク実行委員会事務局 

 （えこころ倶楽部） 

 ０８０－６９１９－８８６３ 

川上ダムでは、事業に対する理解や興

味をより深めていただくために毎月第３

日曜日（原則）に、午前・午後の二部構

成で、工事現場見学会を絶賛開催中です。 

詳しくは当建設所ＨＰをご覧ください。 

川上ダム工事現場見学会開催中！ 
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